
2平成26年 2月号 広報みはら

と　　き 内　容 と　こ　ろ
５日（水） ８時30分～ 神明大だるまの設置 東町一・三丁目(❻)

７日（金）～９日（日）

９時～20時 植木市 館町・本町（❸）
９時～17時 達磨記念堂の一般公開 極楽寺（❼）※入場料無料。
９時～20時 だるま供養塔 神明会館東側（❺）
10時～16時 三原だるま販売 隆景広場（❶）、浮城広場（❷）

８日（土） 11時～16時 奉納神楽 神明会館特設会場（❺）

９日（日）
９時～15時 少年剣道競技大会 三原小学校体育館（❹）
13時～16時 カラオケ大会 神明会館特設会場（❺）

主な催し

※（　）内の番号は案内図の番号です。時間は変更になる場合があります。

●限定だるま焼印入り 
　瀬戸内レモンあんぱん 120円
と　き　７日（金）～９日（日）
●三原漁師直伝 かに汁 100円
と　き　９日（日）９時～
※いずれも数に限りがあります。
問い合わせ先
　道の駅｢みはら神明の里｣（☎0848・63・8585）
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  ▲ 三原神明市協賛会の皆さんによ
り神明大だるまが披露されました

3 広報みはら 平成26年 2月号

　室町時代末期、伊勢神宮をまつる
「神明祭」が全国に広まりました。当
時、三原は港町として栄え、９つの住民

組織が寄り合ってこの祭りを始めたことが神明市
の起源とされています。三原城を築いた小早川 
隆景も神明市を大切に守り、繰り出す人出のよう
すでその年の吉凶を判断したといわれています。

三原神明市の由来

ふわふわだるま
ミハラッキー
　三原の新しいシンボルが神明市にも登場しま
す。思い切り飛んで、楽しく跳ねて、元気な子
どもに福来たる。
と 　き　８日（土）・９日（日） 10時～17時
ところ　三原駅前市民広場
参加費　300円
※雨天の場合、中止することがあります。
問 い合わせ先　文化観光課（☎0848・67・6015）

問問い合わせ先


